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研究成果の概要（和文）：本研究においては、現代の科学哲学の視点から１９世紀科学哲学を見直すことを主な
目的として文献調査や情報収集を行った。当初の重点的な検討対象として掲げた境界設定問題、科学的実在論論
争、個別科学の哲学（物理学の哲学、生物学の哲学、社会科学の哲学）において、現在の論争との共通点および
相違点が浮かび上がった。また、本研究においては１９世紀の英独仏三国の科学哲学における交流も大きな焦点
となった。特に、実証主義的思想についてはフランスで培われた思想がイギリス起源の思想と融合し形を変えな
がらイギリス、ドイツ、オーストリアあるいはアメリカへと伝播していく様子を検討した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we conducted textual investigations and other information 
gathering activities in order to reexamine 19th century philosophy of science from the point of view
 of contemporary philosophy of science. There are three issues named as the important points of 
comparison: demarcation problem, scientific realism, and philosophy of particular sciences 
(philosophy of physics, philosophy of biology, and philosophy of social sciences). In all these 
topics, the research revealed similarities and differences between 19th century thoughts and 
contemporary thoughts. In addition, this research focus on the interaction among three European 
countries (Great Britain, France and Germany) in terms of philosophy of science. Among other things,
 we examined the propagation of positivism from France (mixing with similar English thoughts) to 
Great Britain, Germany, Austria, and United States, finding that the thought has experienced 
significant transform in this process.

研究分野：科学哲学

キーワード： 科学哲学　実証主義　科学方法論　規約主義　J.S.ミル
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１．研究開始当初の背景 
 
 現代英米科学哲学と１９世紀イギリス科
学哲学の比較研究は極めて少ない。現代英米
科学哲学を思想史の対象として捉える研究
はマイケル・フリードマンらを中心に近年盛
んになりつつあるが、そこで扱われるのは論
理実証主義とそれに直接影響をあたえた１
９世紀末から２０世紀初頭の哲学までで、１
９世紀イギリス科学哲学が視野に入ること
はほとんどない。19世紀イギリス科学哲学の
研究そのものは近年ローラ・シュナイダーら
を中心に盛り上がりを見せているが、こちら
はもっぱら当時の論争そのものの姿をより
明確に取り出すことが主眼であり、現代英米
科学哲学との接点が意識されることは少な
い。国内に目を転ずれば、ミルの経済学の哲
学についての研究は経済思想史の文脈でい
くらか行われているものの、19世紀イギリス
科学哲学全体の本格的な研究は見当たらず、
現代科学哲学との関連を論じた研究もほと
んどない 
 
２．研究の目的 
 
 上記の背景を踏まえ、本研究は１９世紀イ
ギリス科学哲学と現代英米科学哲学の接続
のための基礎研究を行う課題として開始さ
れた。１９世紀の科学哲学は今からみても驚
くほど多様なテーマを扱っており、また同時
代の現実の科学との結びつきも密接である。
本研究では、これまであまり論じられてこな
かったテーマを中心に、現在の科学哲学の問
題設定から１９世紀の科学哲学を照らしだ
し、１９世紀の科学哲学から現在の科学哲学
の暗黙の前提を照らしだすことで、両者のよ
り立体的な像を浮き上がらせることを目的
とし、境界設定問題、科学的実在論、個別科
学の哲学の３つを主なテーマとして掲げた。 
 これらの当初のテーマに加え、１９世紀後
半においてはイギリスの科学哲学をドイツ、
フランスの科学哲学の流れと切り離して理
解することがほぼ不可能であることが明ら
かになった。そのため、本研究では、特に１
９世紀後半から２０世紀初頭にかけてのこ
れら三カ国の科学哲学における影響関係を
調査し、それを現代英米科学哲学の問題と比
較する研究をすすめた。 
 
３．研究の方法 
  
 １９世紀科学哲学の研究環境は、近年の史
料電子化の流れを受けて大きく変化してい
る。本研究ではそうした電子化史料を十分に
活用し、これまで入手が困難であった資料も
積極的に活用して、科学哲学者たちがどのよ
うな問題をどのように扱ってきたのかを明
らかにする。それと同時に、アメリカを中心
に現代の科学哲学のサーベイを１９世紀と
の比較という視点から進め、通常のサーベイ

では見逃されがちな論争そのものの共有さ
れた前提条件を洗い出していく。また、国内
外の関連領域の研究者とも密に連絡をとり、
フィードバックを受けながら成果を文章と
してまとめていく。 
  
４．研究成果 
  
 まず、当初の目標として掲げた３つの領域
についての成果を簡単にまとめる。境界設定
問題については、１９世紀において「科学」
「科学者」という用語が現在の形で使われる
ようになりはしたものの、当初は科学でない
ものとの境界設定というよりも自然科学諸
分野の結束のための概念であったことが浮
かび上がってきた。「疑似科学」という言葉
は１９世紀末に広がり始めるが、キリスト教
側が進化論を批判するために使われること
が多かったようである。ただし、もちろん、
骨相学のような分野を英国科学振興協会に
参加させるべきかといった形で現代の境界
設定問題につながる問題も発生しており、そ
こには当時の科学哲学が影響していたこと
が文献から浮かびあがった。 
 科学的実在論論争については、実在論対実
証主義という対立の枠組みがさまざまな問
題に関して繰り返されていることが確認で
きた。特に、J.S.ミルのヒューウェル批判の
なかには、現在の反実在論者が使うのと非常
によく似た議論が利用されており、問題設定
の類似性が明らかになった。実証主義の思想
的系譜においては、フランスから逆輸入され
る形で英米で広まったハミルトンの思想の
重要性が再確認され、影響関係についてある
程度の考察を行った。また、１９世紀独自の
反実在論的思想としての中立一元論がドイ
ツ語圏のマッハやアヴェナリウスからピア
ソン、ジェームズ、ラッセルと受け継がれて
いく経緯の検討も行い、イギリス哲学を単独
で検討することで全体像が見えなくなる危
険性が改めて明らかになった。 
 個別科学の哲学については、まず、空間の
哲学の先駆者としてのスタロやクリフォー
ドの議論の検討を行い、マッハやポアンカレ
に比べて萌芽的ではあるものの、重要な貢献
を行っていることが明らかとなった。生物学
の哲学については、フランスのブートルーや
メイエルソンの議論に現代に通じる問題設
定があることが確認できたが、今回の研究で
はそれ以上には掘り下げることができなか
った。社会科学の哲学については、コント、
ミルらの実証主義的社会科学の構想とドイ
ツにおけるディルタイ、ヴィンデルバント、
リッカートらの精神科学・文化科学の構想の
比較検討を行った。 
 研究目的の項でも触れたとおり、以上のよ
うな研究をすすめるなかで、当時のヨーロッ
パにおける国境を超えた影響関係の全体像
を明らかにすることが必要となり、それが今
回の研究の主な成果ともなっている。具体的



には当初計画していたイギリスの科学哲学
者（ハーシェル、ヒューウェル、ミルら）に
加え、ハミルトン、コント、ヘルムホルツ、
デュボアレーモン、トムソン＝テイト、オス
トヴァルト、ブートルー、マッハ、ポアンカ
レ、デュエム、新カント派、第一ウィーン学
団らの著作の検討、とりわけ現代の科学哲学
の問題設定との類似点と相違点の検討を行
った。 
 この時期にはあくまで科学は現象の法則
を扱うという考え方が第一線の科学者の間
でも一定の勢力を保ち、熱力学などの成功が
その傾向を後押ししていた様子が見えてく
る。ただし、それに反対するより穏健な経験
主義の流れも英独に根強かった。また、科学
的な概念というものについてのカント流の
とらえ方が英独仏のそれぞれの国で科学哲
学、科学史の中に組み込まれていくさまも、
ヒューウェルとブートルーや新カント派を
比較する中で次第に全体像が見えてきはじ
めている。英米科学哲学の歴史を整理する際
にこれまで新カント派はあまり言及されて
こなかったが、彼らの問題意識の一部はヒュ
ーウェルら一つ前の世代のカントに影響を
うけた科学哲学者にも見ることができ、また
同時代のフランスにおける規約主義ともア
プローチの点で比較すべき点が多く、現代の
科学哲学の問題設定を理解する上でも新カ
ント派の影響は無視できないことが明らか
になってきた。 
 また、本研究の一つの核として、J.S.ミル
の『論理学体系』における科学哲学に関する
パートを、関心を共有する研究者たちととも
に精読し、同時代の他の哲学者との思想の異
同などを確認した。具体的には、まず、従来
あまり検討されてこなかった『体系』第五編
の誤謬論をミルの認識論や科学哲学の中に
どう位置づけるかという検討を行い、誤謬の
分類などにミルの科学方法論が色濃く反映
されていることが確認された。また、「帰納」
の概念を巡るミルとヒューウェルの論争は
哲学史的にもよく知られた論争であるが、一
見現代の用法に近い立場をとっているよう
にみえるミルの方が、むしろエキセントリッ
クな立場をとっている部分もあることが、丁
寧な検討からみえてきた。また、特に、普遍
的因果の原理と呼ばれる抽象的な原理につ
いてミルが非常に素朴な考え方をもってい
たこと、とりわけいわゆるヒュームの帰納の
問題と呼ばれる問題をまったく気にしてい
なかったことが確認された。 
 現代の科学哲学について考えるという点
では、初年次から積極的に国内外の科学哲学
者と情報交換を行い、2016 年には東アジア諸
国を中心とした近隣諸国の科学哲学者を招
いた国際会議を開催した。この国際会議の一
つのテーマは、西洋発祥の科学哲学という分
野が東アジアの諸国へと移植されたとき、東
アジアに住むわれわれだからこそ焦点化し
たい科学哲学上のテーマはないだろうか、と

いう点である。そうした科学哲学の文化的バ
イアスを考える上でも、科学哲学の歴史を振
り返る作業は欠かせない。たとえば、そうし
たテーマの一つである「社会派科学哲学」、
すなわち科学と社会の間に生じる問題に関
連するようなテーマを積極的にとりあげる
科学哲学は、英米の科学哲学でも過去に存在
していたが様々な歴史的事情で消えていっ
たことが歴史の検討から分かる。また、ドイ
ツの科学哲学については３年次にハノーフ
ァー大学よりHoyningen-Huene教授を招いて
研究に関する意見交換を行ったことで知見
を深めることができた。 
 以上のような研究の成果は研究期間の前
半においては雑誌連載という形で逐次公開
していった。その後の研究の成果は雑誌連載
に加筆する形で書籍化をすすめ、３年次末に
原稿の完成を見た（３０年度中に刊行予定）。 
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